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福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
　
開
催 
福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
　
開
催 
福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
　
開
催 

　
５
月
１４
日（
日
）、
福
崎
東
中
学

校
で
、
第
４７
回
福
崎
町
消
防
団
消

防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
村
西
団
長
以
下
５
３
０
名
の
消

防
団
員
が
、
多
数
の
ご
来
賓
が
見

守
る
な
か
、
消
防
操
法
競
技
を
展

開
し
ま
し
た
。 

　
４
月
は
じ
め
か
ら
夜
間
訓
練
を

重
ね
て
き
た
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

２
分
団
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

３０
分
団
が
、
山
崎
分
団
指
揮
者
・

笹
木
裕
太
選
手
の
力
強
い
選
手
宣

誓
の
後
、
消
防
操
法
を
行
い
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
ま
し
た
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】 

　
優
　
勝
　
新
町
分
団 

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】 

　
優
　
勝
　
大
門
分
団 

　
準
優
勝
　
福
田
分
団 

　
第
３
位
　
庄
分
団 

　
第
４
位
　
駅
前
分
団 

　
第
５
位
　
余
田
分
団 

 
　
な
お
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
優
勝
・
新
町
分
団
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
・
大

門
分
団
、
準
優
勝
・
福
田
分

団
は
、
６
月
１８
日
に
福
崎
町
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
第

６
回
神
崎
郡
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
） 

〔小型動力ポンプの部〕優勝　大門分団 

〔自動車ポンプの部〕優勝　新町分団 

柳田國男読本　　 
『福崎と柳田國男』 

第４回　柳田國男検定 

１冊 ２００円 で販売 

初級編　公式テキスト 

　福崎町では柳田國男への理解を深めていただくために、柳田國男検定を実

施しています。今年も各級最高得点賞の方には豪華賞品があるほか、参加者

特典や合格者特典もご用意していますので、ぜひ挑戦してください。 

※初級編に合格すると中級編・上級編にすすめます。 

 

 

時間　１１：００～１２：００ 

会場　福崎町文化センター 

受験料　１,０００円（高校生まで無料／団体割引あり） 

対象者　小学生以上 

出題形式　択一式のマークシート（５０問） 

合格基準　３５点以上の正解 

申込み期限　平成２９年７月７日（金）まで 

※問い合わせ・申し込みは記念館（　２２－１０００）へ。 

申込み 
受付中 

平成２９年８月６日（日）　初級編・中級編・上級編 

上級編最高得点 

賞は遠野への旅 

を贈ります 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

３ 

行事予定（６月１７日～７月５日） 

月 

６ 

６ 

７ 

日 

１７ 

２４ 

５ 

土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会 
「日本の昔ばなし 織姫と彦星 ほか」 

土 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆７月６日（第１木曜日）資料整理のため休館 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書7冊 
『いのちの車窓から』　　星野　　源 

『か「」く「」し「」ご「」と「』　住野　よる 

●文化センター行事予定（6/19～7/18） 

神崎学園 

日時：６月２２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　７月６日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

 

福寿学園 

日時：７月６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　７月１３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

　日時：６月２２日（木）　１３：２０～１５：００ 

　演題：おもしろ講談 

　　　　～『おんな城主直虎』と戦国大名ものがたり～ 

　講師：講談師　旭道南海さん 

 

サルビアセミナー（公開講座） 

　日時：６月２３日（金）　１３：３０～１５：００ 

　演題：男女共同参画ってなあに？ 

　　　　～テレビCMを見ながら考えてみませんか～ 

　講師：NPO法人SEAN　理事長　小川真知子さん 
 

※上記公開講座は、一般の方も参加していただけま

す。どうぞ、お越しください。 

毎年６月２３日～２９日は 
「男女共同参画週間」です 
　男性と女性が、職場で、学校で、

地域で、家庭で、それぞれの個性

と能力を発揮できる「男女共同参

画社会」を実現するためには政府や地方公共団

体だけでなく、町民皆さん一人ひとりの取組が

必要です。私たちのまわりのパートナーシップ

について、この機会に考えてみませんか。 

「男で○、女で○、共同作業で◎。」 
（平成２９年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ） 

（社会教育課） 

三木家 de 風鈴づくり　参加者募集 

　夏といえば風鈴。三木家に涼を 
呼ぶペットボトル風鈴をつくりま 
す。ペットボトルに絵を描いたり、 
デコレーションしたり、組立は子 
どもでも簡単にできます。 
　完成した作品は、三木家の「手づくり風鈴展」で
展示します。家族そろって、ご参加ください。 
■日時　７月１５日（土）　９:３０～１５:００ 
※時間内に、いつでも参加できます。１５～２０分で
つくれます。持ってくる物なし。 

涼しさ感じる「手づくり風鈴展」 

　風鈴の音色に涼しさを感じ、夏のひとときを三木
家で過ごしませんか。たくさんの手づくり風鈴が、
みなさんをお待ちしています。 
■会期　７月１５日（土）～８月２７日（日）の土曜日・日

曜日・祝日のみ開館 
■時間　９：００～１６：３０（入館は１６：００まで） 
■会場　三木家住宅（福崎町西田原１１０６） 
■問い合わせ先　社会教育課（内線２５６） 

★参加無料★ 

先着５０名に 
もちむぎソフト 
クリーム券を 
プレゼント 



４ 

賞 

福 崎 町 議 会 議 長 賞  

教 育 長 賞  

文 化 協 会 長 賞  

商 工 会 長 賞  

兵庫西農業協同組合長賞 

神 崎 郡美術協会長賞  

奨 励 賞  

日本画 

松岡弥寿子（姫路市） 

平石　聰子（姫路市） 

小林　久美（姫路市） 

西藤　幸子（姫路市） 

大内　康幸（市川町） 

棚原　啓子（姫路市） 

朴　　暎珠（姫路市） 

増田　幸子（加西市） 

藤田　照美（福崎町） 

洋画 

藤本　高雄（姫路市） 

細見　　勝（朝来市） 

北　　　勝（姫路市） 

濱野　康昭（姫路市） 

久原　弦夫（姫路市） 

正部　心也（福崎町） 

鈴木　和満（福崎町） 

栗岡　崇之（姫路市） 

横野　　隆（姫路市） 

書 

河原　映子（福崎町） 

藤本　照子（福崎町） 

石井　正子（福崎町） 

岩本里江子（姫路市） 

松本　鶴子（神河町） 

古田　　子（福崎町） 

中須賀祐子（姫路市） 

写真 

藤原　俊郎（神河町） 

福原加代子（宍粟市） 

山本　悦郎（高砂市） 

水谷　正美（福崎町） 

高田　恭子（稲美町） 

山本　公昭（福崎町） 

井上　信行（朝来市） 

柴田　　譲（市川町） 

三木　基史（姫路市） 

彫塑・工芸 

横田　和則（明石市） 

駒田アツ子（姫路市） 

長谷川千賀子（加東市） 

石飛　政子（市川町） 

鈴木みゆき（福崎町） 

天野　　豊（姫路市） 

木村　義春（福崎町） 

松本　　勝（福崎町） 

福井　鎭雄（福崎町） 

（敬称略） 

書「おち椿」 
田辺 芳斎（たつの市） 

写真「翔雪」 
岡野 靖彦（加古川市） 

洋画「秋の散歩道」 
鈴木 みゆき（福崎町） 日本画　松岡映丘賞「郷愁」 

家木 緑（姫路市） 

第
３５
回 

福
崎
町
美
術
展 

受
賞
者
決
定
！ 

　
第
３５
回
福
崎
町
美
術
展
が
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
部
門
１
９
３
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

（
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

　４月１１日、神戸地方法務

局姫路支局において人権擁

護委員に対する『法務大臣

感謝状』の伝達式が行われ

ました。その席上で、平成

１７年４月から平成２９年３

月までの１２年間、人権擁護

委員として活躍された松岡

宏信さんに法務大臣感謝状が贈られました。 

　これまで人権擁護委員としてご尽力いただきあり

がとうございました。　　　　　　　（住民生活課） 

人権啓発映画会のご案内 

主演（声）　のん（能年玲奈改め） 
日時　６月２４日（土）各回先着６００人 
　　　第１回　１０:００～　第２回　１４:００～ 
場所　市川町文化センター　ひまわりホール 
主催　神崎郡民主化推進連絡協議会 
問い合わせ先　市川町教育委員会　　２６－０００１ 

　昭和１９年、軍
港の街・呉に嫁
いだ“すず”は
毎日のくらしを
積み重ねていく。
そして、昭和２０
年の夏がやって
くる―。 

この世界の片隅に この世界の片隅に この世界の片隅に 入場無料 

町
長
賞 

彫塑・工芸「激震」 
今住 政盛（姫路市） 



③地震が来たら 大きな地震が発生したときは、パニックにならず、冷静になることが大切です。 
「あわてず、落ち着いて」行動するための行動パターンを覚えておきましょう。 

●震源に近い地域では、緊急地震速報が強い揺れに間に合わないことがあります。 

地震 火災 から身を守る 風水害 

５ 

地震発生時の避難 

地震発生 
情報収集 

自　宅 

しばらく自宅で様子をみる。 

テレビやラジオなどで情報収集。 

一時避難場所 

一時的に避難するための場所。 

自治会の公民館や空き地、公園など。 

指定緊急避難場所 
・指定避難所 

一時避難場所が危険になった

場合など、大規模な避難に対

応する場所。 

公共施設や学校など。多くの

人が収容でき、長期間生活で

きる設備がある施設。 

建物の崩壊、火災、
津波の発生など身
の危険を感じる。 
避難の呼びかけや、
避難の勧告や指示
があった。 

自宅・周辺が安全になった。 

一時避難場所が危険になった。 
自宅が倒壊するなどの被害
にあった。 

緊急地震速報とは 
　緊急地震速報とは、地震の発生直後に、震源近く
で地震波をキャッチし、強い揺れが始まる直前にす
ばやくお知らせするものです。最大震度５弱以上が
推定される場合に、テレビやラジオなどを通じて、
「もうすぐ揺れること」が伝えられます。 
　緊急地震速報を見聞きしてから強い揺れが来るま
での時間は、数秒～数十秒しかありません。自分の
身を守ることを優先して行動しましょう。 

役
場
職
員
の
紹
介
　
第
１２
回 

まちづくり課 

福永　聡 
町長 

橋本省三 

　
４
月
・
５
月
は
各
種
団
体
の
総

会
が
開
か
れ
る
時
期
で
す
。
女
性

委
員
会
、
消
費
者
の
会
、
い
ず
み

会
、
神
崎
地
区
更
生
保
護
女
性
会

の
総
会
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

老
人
大
学
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
で
も
女
性
の
姿
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
現
在

少
子
・
高
齢
、
人
口
減
少
に
対
応

す
る
た
め
、
一
億
総
活
躍
社
会
へ

向
け
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
女
性
の
社
会
進
出
が
求

め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
本
町
で
元

気
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
の
み

な
さ
ん
を
見
て
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。 

　
人
口
減
少
問
題
は
、
本
町
で
は

大
き
な
懸
案
と
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
少
し
注
意
が
必
要
で
す
。

人
口
減
少
は
消
費
全
体
を
押
し
下

げ
、
所
得
や
税
収
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
町
内
企

業
に
影
響
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、

今
後
の
行
政
を
進
め
る
上
で
、
定

期
的
な
話
し
合
い
を
持
ち
、
情
報

の
把
握
が
不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
課
で
は
道
路
や
橋

り
ょ
う
、
公
園
な
ど
の
維
持
管
理

や
都
市
計
画
に
基
づ
く
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
福
崎
駅
周

辺
整
備
事
業
に
お
い
て
駅
周
辺
の

幹
線
道
路
と
、
観
光
拠
点
で
あ
る

　
川
界
隈
と
の
連
携
の
た
め
の
整

備
を
集
中
的
に
行
っ
て
お
り
、
橋

り
ょ
う
は
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
計
画
的
に
橋
の
架
替
や
修

繕
を
進
め
、
安
全
で
利
便
性
の
高

い
道
路
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

２８
年
度
に
立
地
適
正
化
計
画
を
策

定
し
、
平
成
２９
年
度
に
策
定
す
る

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
と
連

携
し
て
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
社

会
に
お
い
て
も
利
便
性
が
高
く
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
空
家
の
適
正
管
理
や
利

活
用
の
推
進
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
特
別
指
定
区
域
制
度
の

活
用
を
通
じ
て
、
定
住
人
口
の
増

加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 



福崎町 

　
私
は
、
フ
ワ
フ
ワ
言
葉
を
た
く
さ

ん
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
チ
ク
チ
ク
言
葉
を
言

わ
れ
た
ら
い
や
な
気
分
に
な
る
か
ら

で
す
。 

　
フ
ワ
フ
ワ
言
葉
は
、
「
あ
り
が
と

う
」「
大
丈
夫
？
」
な
ど
、
思
わ
ず

自
分
も
相
手
も
に
っ
こ
り
す
る
言
葉

で
す
。 

　
逆
に
、
チ
ク
チ
ク
言
葉
は
、
「
あ

ほ
」「
ウ
ザ
イ
」
な
ど
、
言
わ
れ
た

し
ゅ
ん
間
に
相
手
は
と
て
も
傷
つ
く

し
、
自
分
も
だ
ん
だ
ん
い
や
な
気
分

に
な
る
言
葉
で
す
。 

　
私
も
、
こ
れ
ま
で
、
け
ん
か
の
時

や
陰
で
チ
ク
チ
ク
言
葉
を
言
っ
て
い

る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

「
あ
ー
あ
。
む
か
つ
く
。
」 

「
調
子
に
乗
る
な
。
」 

と
い
っ
た
言
葉
で
す
。
言
わ
れ
た
人

は
と
て
も
傷
つ
く
と
思
い
ま
す
。
聞

い
た
私
も
い
や
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。 

　
反
対
に
、
フ
ワ
フ
ワ
言
葉
を
聞
く

と
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
友
だ
ち
が
け
が
を
し
た

時
に
、 

「
ど
う
し
た
の
？
」 

「
大
丈
夫
？
」 

「
い
っ
し
ょ
に
保
健
室
に
行
こ
う
。
」 

と
い
う
言
葉
が
け
で
す
。 

そ
う
言
わ
れ
る
と
、
自
分
も
相
手
も

う
れ
し
く
、
な
ん
だ
か
心
が
温
か
く

な
り
、
自
然
に
、 

「
あ
り
が
と
う
。
」 

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
し
か

も
、
そ
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
る

周
り
の
人
も
心
が
温
か
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
、
友
だ
ち
や

周
り
の
人
と
仲
良
く
な
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
私
は
、
チ
ク
チ
ク
言
葉
と
フ
ワ
フ

ワ
言
葉
は
正
反
対
の
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
。
チ
ク
チ
ク
言
葉
は
、
友
だ
ち

や
自
分
も
い
や
な
気
分
に
な
る
悪
魔

の
言
葉
。
フ
ワ
フ
ワ
言
葉
は
、
友
だ

ち
や
自
分
、
周
り
の
人
も
心
が
温
か

く
な
る
魔
法
の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
い
き
な
り
す
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
少
し

ず
つ
フ
ワ
フ
ワ
言
葉
を
使
う
よ
う
に

し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。 

     

　
私
は
今
ま
で
、
「
原
爆
投
下
」
や

「
戦
争
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
の
話

だ
か
ら
、
と
思
い
積
極
的
に
考
え
た

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。 

　
私
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
小
学
校
六
年

生
の
時
。
学
校
で
、
広
島
で
の
被
爆

を
実
際
に
体
験
さ
れ
た
方
の
話
を
聞

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
あ
る
程
度
の
こ
と
は
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。
一
九
三

九
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ

た
こ
と
、
八
月
六
日
に
は
広
島
に
、

八
月
九
日
に
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
八
月
十
五

日
に
日
本
が
降
伏
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
わ
っ
た
こ
と
、
学
校
の
授

業
や
テ
レ
ビ
で
学
ん
だ
知
識
ぐ
ら
い

で
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
考
え
は
甘

か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
話
は
こ
ん
な

簡
単
に
言
い
表
せ
る
も
の
じ
ゃ
な
く
、

お
そ
ろ
し
く
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

原
爆
で
、
一
瞬
の
う
ち
に
、
罪
の
な

い
人
た
ち
が
大
勢
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
建
物
が
焼
け
崩
れ
た
り

し
、
町
全
体
が
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
家
族
と
は
な
れ
ば
な
れ

に
な
っ
た
人
、
建
物
の
下
敷
き
に
な

っ
た
人
、
後
遺
症
で
亡
く
な
っ
た
人
、

自
分
が
そ
の
時
い
た
ら
・
・
・
と
思

う
と
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
戦
争
は

し
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
強
く
強

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
原
爆
を
投
下
し
た
こ
と

は
正
し
か
っ
た
と
い
う
考
え
方
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
調

べ
て
み
る
と
、
原
爆
を
投
下
し
た
こ

と
に
よ
り
、
戦
争
を
早
め
に
終
わ
ら

せ
、
犠
牲
者
を
減
ら
せ
た
と
い
う
考

え
だ
そ
う
で
す
。
私
は
、
そ
の
考
え

は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
原

爆
を
投
下
し
た
こ
と
に
よ
り
、
た
く

さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。

原
爆
を
投
下
し
て
戦
争
を
終
わ
ら
せ

る
の
は
乱
暴
す
ぎ
ま
す
。
確
か
に
、

犠
牲
者
を
減
ら
せ
た
か
も
し
れ
な
い

で
す
。
し
か
し
、
亡
く
な
っ
た
方
々

や
そ
の
家
族
、
被
災
さ
れ
た
方
か
ら

み
る
と
す
ご
く
悲
し
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
広
島
や
長
崎
の
人
た
ち
は
、

何
も
悪
く
な
い
の
に
、
原
爆
を
投
下

さ
れ
た
の
で
す
。
終
わ
っ
た
こ
と
だ

と
し
て
も
、
そ
の
考
え
方
は
許
せ
ま

せ
ん
。 

　
も
う
一
つ
。
安
保
法
案
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。
安
保
法

案
と
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
親
密
な

国
が
危
機
的
な
状
況
の
と
き
に
武
力

を
使
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
り
、

自
衛
隊
の
活
動
範
囲
が
広
が
っ
た
り

す
る
な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
日
本
国

憲
法
第
九
条
の
「
戦
争
の
放
棄
」
に

明
ら
か
に
反
し
て
い
ま
す
。
も
し
か

す
る
と
私
た
ち
も
巻
き
込
ま
れ
る
可

能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

反
面
、
戦
争
と
い
う
大
き
な
過
ち
を

お
か
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。
武
力
は
使
っ
て
は
い
け
な

い
と
私
は
思
い
ま
す
。 

　
少
し
難
し
い
こ
の
問
題
。
こ
れ
だ

け
は
ハ
ッ
キ
リ
言
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
私
た
ち
が
、
戦
争
や
争
い
を

し
な
い
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
戦
争

は
し
て
は
い
け
な
い
」
そ
う
昔
の
人

が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
無
駄
に
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
、
そ

し
て
日
本
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
、

平
和
へ
の
舵
取
り
を
正
し
く
し
な
が

ら
平
和
の
道
へ
進
ん
で
行
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
強

く
主
張
し
た
い
で
す
。 

戦
争
の
こ
と
に
つ
い
て 
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西
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学
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央 

田原小学校３年（当時）　大門咲来 

福崎小学校５年（当時）　大畑怜奈 
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魔
法
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言
葉 
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６
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時
） 
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手
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友
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福
崎
小
学
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幸
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感
じ
る
よ
り
も 

　
築
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の 
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て
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る
心 
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６
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い
じ
め
て
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あ
な
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福
崎
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２
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彩
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岡
本
紗
和 

全国一斉　　　　　　　　　　 
「子どもの人権１１０番」強化週間 

　「いじめ」、体罰、児童虐待など、子どもをめ

ぐる様々な人権問題について、電話相談を受け

付けています。秘密は厳守します。 
 

日　時　６月２６日（月）～３０日（金） 

　　　　　午前８時３０分～午後７時 

　　　　７月１日（土）～２日（日） 

　　　　　午前１０時～午後５時 

電　話　０１２０－００７－１１０（全国共通・無料） 

担当者　人権擁護委員、法務局職員 

内　容　学校での「いじめ」、体罰、児童虐待など 

　　　　子どもをめぐる様々な人権問題 

問い合わせ先　神戸地方法務局人権擁護課 

　　　　　　　　０７８－３９２－１８２１（内線３４５） 

障害者差別解消法をご存知ですか？ 
　障がいのある方もない方も分け隔てられることなく、お互いの人格と個性を尊重し合いながら共に生き
る社会をつくることを目的として、平成２８年４月に施行されました。 
 
この法律では、 
　○行政機関・民間事業者による障がいを理由とした「不当な差別的取り扱い」を禁止しています。 
　○行政機関に対して障がいのある方への「合理的配慮の提供」を義務付けています。 

＊福崎町では、職員が障がいのある方へ適切に対応するための必要事項を定めた「福崎町における障害を
理由とする差別の解消の推進に関する対応要領」を策定し、ホームページで公表しています。 
問い合わせ先　健康福祉課 

「不当な差別的取扱い」とは 

　障がいのある方に対して、正当な理由なくサ

ービスの提供を拒否したり、制限したり、条件

をつけるなど、障がいのない方と違う扱いをす

ること。 

＊正当な理由がある場合は、「不当な差別的取

扱い」になりませんが、その理由を説明し、

理解を得られるように努めなければなりません。 

「不当な差別的取扱い」の例  
×障害があることを理由に窓口対応の順番を後
回しにする。 
×補助犬を連れては入れないと、入場や来店を
拒否する。 

など 

「合理的配慮の提供」とは 

　障がいのある方から何らかの配慮を求められ

た時に、社会的な障壁を取り除くために必要な

取組をすること。 

「合理的配慮の提供」として好ましい例  

○書類の内容を読み上げながら説明する。 

○段差がある場合、車いす利用者の補助をする。 

○文書の漢字にふりがなをつける。 

○文字を大きくする。 

○ゆっくり分かりやすく説明をする。 

○順番を待つことが苦手な方には、周りの理解

を得た上で、手続き順を入れ替える。 

など 


